第３１回第６部会（文化スポーツ教育）概要
日時　平成22年3月25日(木)　午後６時００分～午後８時００分
場所　市役所　２階　第４会議室
出席者　　平田、小林、片岡　　　　　　3名
　　　　　
◇新年度事業計画について
　　　市民からのニーズ把握について

　　　委員が属している団体で問題、話題になっている事項について自治推進委員会で取り上げ検討すべき事について協議研究したい。

※図書館問題で民報朝刊　Ｈ22.3.20　に市の方針掲載。（資料添付し報告）

委員からの発言

　★先般ときめき大学の卒業が新聞に掲載されていたが、そろそろ変更を検討すべきではないか。

改善の意見

１．年限について4年制ではなく単年度制にしてはどうか。
　　２．自主運営にしてはどうか。現行受講生の中に設置されている教育委員等の活用を検討しては。

　　３．地域ごとの開講にしてはどうか。　

　　４．ときめき大学と婦人短期大学の併合を検討出来ないのか

　　　　　　　　以上の事項を検討し提言してはどうか　　…　　意見

　★学校教育関係について　　　

　　以前6部会で取り上げた児童・生徒の携帯電話の問題について現状把握で終わっているが、この件に関し世情も変化しているので再度現状把握と問題事項の有無についての検証が必要ではないか。
　★給食費未払いが各地で話題になっているが登別市の現状把握の必要性を感じるが…。

　　以上の点について教育委員会と取り扱い等を協議したい……部会長

　　

◇市民フォーラムの概要報告

　　約70名が参加‘（講演終了後退席者数名あり）
　　要旨　　市民団体としての活動は行政に対する要求だけではなく、研究体であり運動体である。

登別市の自治推進委員会の規則は具体性が少し欠けている。推進委員会の提案に対し、市長が最大限尊重すると云う項は必要。の指摘あり。

登別市の基本条例は理念条例に類する。

ワークショップにおける発言要旨（7グループで実施）

旧委員から推進委員会で協議しても法令や条例の壁に突き当たり挫折し、退任したとの発言あり。

他団体（市民団体・町内会等）との意見交換、情報交換が活動の活性化を生む。生活と自治推進委員会活動との関わりの認識が薄い。

基本条例、協働と云うことが市民に理解されていない。
議会と自治推進委員会の関係が良く判らない。市民生活等について、以前は議員の仕事と理解して居たが…。という発言もあり。

市民活動に対し一般市民の反応が少ない。ＰＲ不足なのか。無関心なのか。

協働の考え方、受け止め方が市民と行政（市）にズレがある様に感じている。

市民活動に若い人の参加が少ないのでは？特に市政や市民自治になるとそれが顕著である。

市民自治推進委員会の行事に市職員とか議員の方にもっと参加して貰う事が出来ないのか。何故参加が少ないのか検証すべきではないか？

その他　　　次回会議日程　　原則として第3木曜日に設定
次回会議日程　　　４月　１５日（木）　18：00～　　　　　　

以上

